
２０２４年

６月

６月の社協だより

　今月号の表紙は「小峯地区の登校見守り

活動」です。地区の民生委員・児童委員さんが

子どもたちの安全を見守っています。

　他にも当協議会が行った事業で「福祉座談会」

や「赤十字運動」を紹介しています。

　また、社協情報には６月の相談日やお知ら

せ等をご紹介しています。

もくじ
花カフェ／地域福祉課

福祉座談会／在宅福祉課

赤十字運動／総務課

高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

社協情報／もの忘れ相談室、ひきこもり相談窓口　など

地域サロン／寺迫・惣領３町内・土山・畑中

地域を支えるふくしの輪／「ご恩送り」～能登半島地震災害支援～
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P3

P4

社会福祉法人
益城町社会福祉協議会

No.315

P6

雨にも負けず風にも負雨にも負けず風にも負
けず、今日も地元の子けず、今日も地元の子
どもたちを見守りますどもたちを見守ります

Mashiki - town Council of Social Walfare

社協たより
安心して暮らせる福祉のまちづくり



　

令
和
４
年
度
か
ら
各
行
政
区
で
福
祉

座
談
会
を
開
催
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
37
行
政
区
で
実
施
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
も
31
行
政
区
で
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
度
第
１
回
目

を
５
月
９
日
（
木
）
に
平
田
中
地
区
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

平
田
中
地
区
は
、
高
齢
者
の
見
守
り

は
区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
高

齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
、
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
各
団
体
協
力
し
な
が
ら

訪
問
活
動
さ
れ
て
お
り
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
と
、
情
報
共
有
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

行
政
区
別
福
祉
座
談
会
と
は

　

区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
な

ど
地
域
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
協
職

員
と
一
緒
に
地
域
で
の
見
守
り
や

連
携
体
制
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
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専門職も参加し、色んな話で盛り上がります

毎月集まっても話は尽きません

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
花
カ
フ
ェ
」
は
、

も
と
も
と
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
の
集
ま
り
「
介
護
者
応
援
隊
い
き
ぬ

こ
～
会
」
の
当
時
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

介
護
も
落
ち
着
き
、
こ
れ
か
ら
地
域
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
有
志
の
方
で
熊
本
地
震

後
、
仮
設
住
宅
集
会
所
で
の
活
動
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
も
メ
ン
バ
ー
が

替
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症

の
人
や
ご
家
族
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
お

話
で
き
る
場
を
毎
月
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

参
加
者
の
手
作
り
の
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
最
近
の
で
き
ご
と
や
介

護
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
語
り
合
う
時

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
２
水
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら

寺
迫
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

花 カ フ ェ
地域福祉課

み
ん
な
、
ふ
ら
っと
寄
って
み
な
っせ
！

協議内容を紙に書いて張り出して整理しています

活発な意見交換がなされました

福 祉 座 談 会
在宅福祉課

行
政
区
別
福
祉
座
談
会
開
催
し
て
い
ま
す
！
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療
の
担
い
手
と
し
て
、
赤
十
字
精
神
と
最
先

端
の
看
護
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
育
成
を

し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
思
想
の
普
及　

人
の
い
の
ち
と
健
康
、

尊
厳
を
守
る
活
動
を
と
お
し
て
、
人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
思
い
や
り
の
心
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
掘
り
起
こ
し
、
ひ
い

て
は
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
創
生
し
ま

す
。

赤
十
字
運
動

総
務
課

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

赤十字は熊本県が
発祥の地

　

今
回
は
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
赤
十

字
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
熊
本

県
支
部
の
主
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
１
８
７
７
年

（
明
治
10
年
）
の
西
南
戦
争
の
最
中
に

設
立
さ
れ
た
「
博
愛
社
」
と
い
う
救
護

団
体
が
、
そ
の
前
身
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
創
設
者
の
佐
野
常

民
（
さ
の
つ
ね
た
み
）
が
敵
味
方
に
関
係
な

く
負
傷
者
は
平
等
に
診
る
と
い
う
思
想
を
具

体
化
し
た
も
の
が
日
本
赤
十
字
社
で
す
。

　

熊
本
が
赤
十
字
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
５
月
に
活
動
資
金
の
募
集
を
行
う
の

は
こ
の
た
め
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
活
動

国
内
災
害
救
護
活
動　

常
備
救
護
班
体
制
を

整
え
、
被
災
地
で
い
ち
早
く
医
療
救
護
活
動

を
行
い
ま
す
。
定
期
的
な
訓
練
・
研
修
の
実

施
や
救
援
物
資
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

国
際
活
動　

世
界
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
紛
争
に
対
し
、
救
援
要
員
を
派
遣
す
る

と
と
も
に
、
発
展
途
上
国
で
も
開
発
協
力
等

センター活動の紹介

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
研
修
会

　

４
月
24
日
（
水
）
に
熊
本
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
安
全
委
員

４
名
と
事
務
局
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
故
発
生
状
況
の
報

告
や
刈
払
機
の
安
全
な
使
用
方
法
、
日

頃
の
道
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
研
修
で
得
た
学
び

を
活
か
し
、
今
後
も
会
員
一
人
ひ
と
り
の
更

な
る
安
全
意
識
向
上
に
務
め
ま
す
。

剪
定
作
業
が
で
き
る
方
を
募
集
中

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
庭
木
の
剪
定

作
業
を
行
う
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
左

記
の
要
件
を
満
た
す
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

・
ト
リ
マ
ー
（
バ
リ
カ
ン
）
と
脚
立
を
お
持
ち
の
方

・
自
身
の
車
で
道
具
を
現
場
ま
で
運
べ
る
方

　

剪
定
作
業
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
少
し

で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

安全・適正就業推進員研修

剪定作業の様子

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
急
法
等
の
講
習　

人
び
と
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
赤
十
字
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
奉
仕
団　

地
域
奉
仕
団
、
青
年
奉
仕

団
、
特
殊
奉
仕
団
が
あ
り
、
赤
十
字
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
赤
十
字
の
事
業
・
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）　

園
児
か
ら
高

校
生
を
対
象
に
、「
健
康
・
安
全
」「
奉
仕
」「
国

際
理
解
・
親
善
」
を
実
践
目
標
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

看
護
師
養
成　

災
害
時
だ
け
で
な
く
地
域
医
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　

認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
６
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　

ひ
き
こ
も
り
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
対
人

交
流
や
社
会
的
な
参
加
の
場
が
、
長
期
に
わ
た

り
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
長

く
続
く
と
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
し
に

く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
相
談
も

◇
心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　

ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
包
括
的
に

受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族
と
困
り
ご
と
の

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方

は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
成
年
後
見
法
人
後
見
事
業
・
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員
養
成
講
座

　

認
知
症
、
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

低
下
し
た
場
合
で
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
生
活
支
援
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
27
日
（
土
）
10
時
か
ら

場
所
／
は
ぴ
ね
す
会
議
室
（
１
階
）

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

６月５日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

志賀親義
（民生児童委員）

６月１２日（水） 松尾英美
（司法書士）

堀内敦子
（人権擁護委員）

豊永苓二
（民生児童委員）

６月１９日（水） 松尾　一
（行政書士）

後藤奈保子
（人権擁護委員）

今吉芙美江
（民生児童委員）

６月２６日（水） 松尾英美
（司法書士）

大塚慶子
（消費者地域相談員）

井上満喜惠
（民生児童委員）

７月３日（水） 松尾英美
（司法書士）

平田真一
（民生児童委員）
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◇
県
運
営
適
正
化
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
は
、

事
業
所
内
に
あ
る
苦
情
受
付
窓
口
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
解
決
で
き
な
か
っ
た
り
、

直
接
、
言
い
に
く
い
場
合
は
「
熊
本
県
運
営
適

正
化
委
員
会
」
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
者
本
人
や
家
族
、
代
理
の
方
で
も
相
談
で

き
ま
す
。

日
時
／
９
時
か
ら
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

問　

県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
　

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
５
４
７
１

◇
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

ご
自
宅
で
家
族
等
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
介
護
に
役
立
つ
話
や
介
護
者
同
士

の
交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
在
宅
介
護
者
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
26
日
（
水
）
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
益
城
町
交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

住
所
／
益
城
町
木
山
２
３
６

内
容
／
高
齢
者
や
介
護
者
の
口
の
健
康
に
つ
い
て

講
師
／
医
療
法
人
共
愛
会　

共
愛
歯
科
医
院

　
　
　

副
理
事
長　

園
田
隆
紹
氏

　

そ
の
他
に
も
介
護
情
報
や
介
護
者
同
士
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
親
子
講
座

～
子
ど
も
の
安
全
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
～

　

近
年
、
乳
幼
児
が
日
常
生
活
の
中
で
事
故
や

病
気
な
ど
で
、
救
急
車
で
運
ば
れ
て
い
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
事
故
に
は
、
周
り
の
大
人
が
子
供

の
年
齢
や
成
長
段
階
に
応
じ
た
特
性
と
行
動
を

知
り
、
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
で
防
げ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
り
、
明
る
く
楽
し
い

子
育
て
と
毎
日
の
生
活
の
た
め
に
不
慮
の
事
故

や
急
病
に
対
す
る
正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
る
機
会
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
①
７
月
３
日
（
水
）　

②
７
月
11
日
（
木
）

　
　
　

10
時
か
ら
11
時
30
分

場
所
／
益
城
町
総
合
体
育
館　

武
道
場

対
象
／
未
就
学
児
ま
で
の
親
子
10
組

内
容
／
①
子
ど
も
が
病
気
の
時
の
看
病
の
仕
方

　
　
　

②
乳
幼
児
の
一
次
救
命
処
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

参
加
費
／
無
料　

締
切
／
６
月
25
日
（
火
）

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
地
域
福
祉
塾
生
募
集

　

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
活
動
や
支
援
は
多
種
多
様
で
す
。
町
の
実
情

等
を
知
り
、
介
護
保
険
制
度
や
福
祉
活
動
を
学

び
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
益
城

◇新任職員紹介

　令和６年４月１日付けで１名の職員を新たに採用しま
したのでご紹介します。

　こんにちは。益城町
のことをまだあまり知
らないので、これから
色んなことを学んでい
きたいです。よろしく
お願いします。

氏名／村田　由希恵　所属／地域福祉課

町
の
地
域
活
動
を
一
緒
に
考
え
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
～
」
を
形
に
し
て
、
一
緒
に
活
動
に
取
り

組
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
内
容
】

募
集
人
員
／
20
名
程
度　

参
加
費
／
無
料

場
所
／
町
内
施
設
（
は
ぴ
ね
す
工
作
室
ま
た
は

研
修
室
）

募
集
期
間
／
令
和
６
年
６
月
３
日
～
７
月
12
日

対
象
者
／
町
内
在
住
の
方
、
自
主
活
動
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
・
興
味
の
あ
る
方
、
地

域
活
動
中
の
方
な
ど

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す

講
座
内
容
／
左
記
及
び
下
段
参
照

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日程 時間 内容

１ ７月１８日（木） 10 時 地域福祉について

２ ７月２４日（水） 13 時 30 分 高齢者の地域見守り・
集いの場の必要性

３ ７月３１日（水） 10 時 安心して暮らせる
地域づくり

４ ８月８日（木） 10 時 成年後見制度につ
いて

５ ８月１６日（金） 10 時 町の介護保険制度・
認知症の取り組み

日程 時間 内容

６ ９月５日（木） 10 時 地域包括支援センター・生活支
援コーディネーターの取り組み

７ ９月１２日（木） 10 時 地域サロンの取り
組み

８ ９月２７日（金） 13 時 30 分 「今、私たちにできること！」
復興・地域のつながり

９ １０月４日（金） 10 時 お出かけ支援につ
いて

10 １０月１０日（木） 10 時 これからの取り組み（受
講生による活動計画）



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。

６

発行 / 社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／寺迫公民館／日時／毎月第１木曜日 ９時３０分

「ご恩送り」～能登半島地震災害支援～

～つながる地域・住みよいまち～

寺迫古城会 惣領３町内ニコニコサロン

サロン土山 畑中あつまろう会

場所／土山公民館／日時／毎月第２木曜日 １０時

No.315

2024/6社協だより

地域サ ン

◀

場所／福田分館／日時／毎月第３金曜日 １３時

　益城町ボランティア連絡協議会は、３月下旬から約１週間
石川県能登町を中心に避難所や仮設住宅で炊き出しなどの支
援をされました。また、益城町内の方から募ったメッセージ
と義援金をお届けしました。
　益城町ボランティア連絡協議会の吉村静代会長は「８年前
の熊本地震と比べてボランティアの活動がまだ十分ではない
と感じ、熊本地震でいただいた恩を今度は自分たちが送りた
い」と話されていました。

２０２4年

6月

場所／惣領３町内公民館／日時／毎月１０日 １０時

能登半島地震被災地へメッセージフラッグをお届けしました

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


